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本研究におけるモデルは，第 1 ステップから第 5 ステップの 5 つのステップから構
成され，子どもの変容と母子関係の変容に焦点を合わせた母親，養護教諭，担任の 3
者の援助方針と援助内容を示した。ここでは援助方針と子どもの変容を示す。 
第 1 ステップ：【援助方針】適切な登校刺激 
子どもの状況：母親へのアタッチメント行動が顕著で，母親から離れられない。 
第 2 ステップ：【援助方針】母子の受け入れと学校組織への働きかけ 
 子どもの状況：母親と共に保健室に登校する。次第に母子分離不安が和らぐ。 
第 3 ステップ：：【援助方針】母子分離を図る援助 
 子どもの状況：保健室で母子関係を再構築し，分離不安を解消。 
第 4 ステップ：【援助方針】保健室からの自立に向けた援助 
 子どもの状況：次第に母子分離し，担任との信頼関係を構築。教室以外のところで
の授業に参加し，担任や級友とよい関係ができ，教室復帰に近づく。 





























































































本研究における援助プロセス仮説モデルの特徴は次の 2 点である。 

































































助のひとつである。不登校援助について次の 2 点が示唆された。 
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